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2.研 究のね らい ・目的

本研究の 目的は東南アジア各地に見 られ る ドライゾー ンの発展の共通性 と特殊性を検討する

ことによって、 ドライゾーンの発展の固有性 とコラー ト高原の発展の特殊性を明らかにす ると

ころにある。東南 アジア各地 に見 られ る ドライゾーンは、かつては 「自給 自足経済」が想定す

るよ りははるかに人と財と情報の交流が盛んに行われてネ ッ トワークが形成 され、文明の栄え

た 「先進地域」であった。 このような ドライゾーンの持つ特徴は、市場経済化、工業化を通 じ

て開発か ら取 り残 された 「後進地域一jr貧 困地域」と見なされるようになった現在 も、 この地

域の経済発展のパター ンに固有性を与えている。

本研究の特徴は、 このよ うに国を単位 とした経済発展を考えるのではな く、 ドライゾー ンと

いう生態環境に基づ く地域を対象 とし、経済史的な長期的視点か ら発展の固有性に迫ろうとす

るところにある。

3.平 成7年 度 の研究経過

本 研究は福井捷朗主催の 「東南アジアにおける平原半乾燥地の比較研究」と合 同で行ってい

る。

この研究会の国内メ ンバーは以下の通 り(池 本班の メンバーは除 く)。

足立 明(北 海道大学文学部)

伊藤 利勝(愛 知大学文学部)

加納 啓良(東 京大学東洋文化研究所)

桜井由躬雄(東 京大学大学院人文社会研究科)
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田村 克己(国 立民族学博物館)

中村 尚司(龍 谷大学経済学部)

新田 栄治(鹿 児島大学教養部)

桃木 至朗(大 阪大学文学部)

第1回 研究会

日時:1995年7月10日

場所:京 都大学東南アジア研究セ ンター

内容:研 究打ち合わせ

第2回 研究会

日時:1995年12月5日

場所:京 都大学東南アジア研究センター

内容:鹿 児島大学の新 田栄治氏を迎えて、考古学的視点か らコラー ト高原のかつての 「先進

性」 とそれを裏付ける資料などについてお話いただき、議論 した。

第3回 研究会

日時:1995年12月9・10日

場所:宮 崎市

内容:原 班、福井班との合同研究会。池本班か らは河野氏が東北タイの研究手法 として個別

村落調査 に基づ く研究を越えるべ きことが提案された。具体的には、永 田氏が現在行

っている東北 タイの村落データベースの地図化の作業を利用 して、東北タイ全体の変

化の様子を どの程度明らかに しうるかを示 した。研究会での反応は、そのような地図

は初めての試みで もあり、また利用価値 も高 く、できれば白黒ではな くカラーで印刷

することが望ま しいというものであった。

第4回 研究会

日時:1996年2月20日

場所:京 都大学東南アジア研究センター

内容:ビ ルマ農村の変容
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報告者 高橋 昭雄(ア ジア経済研究所)

討論者 水野 広祐(ア ジア経済研究所)

報告内容は高橋氏が1987年 と1995年 に行 った ビルマ農村の調査に基づき近年の ビルマ

政府の開放政策が農村にどのような影響を もた らしているのか ということであった。開

放化 によって人 々の生活は改善 しているが、格差 という面か らは様 々な局面で格差が拡

大 している ことが指摘 された。

報告後、 ドライゾーンの比較 という観点か ら討議が行われ、 ビルマ農村の経済 ・社会

の成 り立ちなどに関 して討議が行われた。

4.研 究の成果 と フロンテ ィア

基本的課題

本研究との関連において基本的課題 となるのは、(a)「 平原半乾燥地」がかつて核心域を

形成 していたときには現在 とは全 く違 った東南 アジアを形成 していたということを示す こと、

(b)そ の変容過程における現代の核心域 との間の力学、(c)か つて ドライ ゾー ンが核心域

であったということを説明す る要因を明らかにすることである。そのために も、 「半乾燥地」

「東南アジア世界」 「周辺的地域」といった概念を明確に してお く必要がある(林 行夫)。 ド

ライゾーン(半 乾燥地)と は、東南アジアを山地、平原、海岸に3区 分 したときの平原 に当た

る。地域の水文環境には気候条件 と地形条件が ともに関連す るが、その平原が相対 的乾燥地と

なる必然性 についてはなお十分に検討を重ねてい く必要がある(福 井捷朗)。

考古学的アプローチ

東北タイではかつて製塩、製鉄が広 く分布 していたが、 これ らの産業は森林破壊 という意味

で生態的に も意味が大きか ったと思われるが、 この地の気候条件 と製塩、製鉄を直接関連 させ

る論理を検討 しなおす必要があろう(新 田栄治)。

コラー ト高原の経済史的課題

コラー ト高原の経済史的時代変遷を人口と食糧のア ンバランスか ら生 じる交易、国家成立後

の税の徴収に関連する財の流れ と王室貿易によるその さらなる拡大、中部タイでの米作拡大に

よるその衰退、工業化によるさらなる衰退と見 ることができよう。 この仮説はコラー ト高原の

財の流れか ら見た経済構造を分析 してい くことで検証することができよう。

コラー ト高原の現代的課題

東北タイは、水不足、干ばつ地域 とされ、それが貧 困の根本原因であると考え られやすいが、
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はた して事実か どうか は慎重 に検討する必要がある。 ドライゾーンの興亡 とい う観点から眺め

た とき、別の要因が明らかにな って くるだろう(SrisakVallibothom)。

他地域との比較

・ンヤワ

「サバナ植生」を指標とすれば、ジャワは東端を除き該当 しない。 「半乾燥地」とした とし

て も、ジャワ、上 ビルマの河川灌概地域 と溜池 ・天水地域 とをサブグループ として分けた方が

よい(加 納啓良)。

・上 ビルマ

下 ビルマの開発 によって上 ビルマの相対的地位が下がったか もしれないが、 ビルマに関 して

は、乾燥地か ら湿潤地域への核心域の転移は、他地域 ほど明確ではない(田 村克 己)。

上 ビルマの畑作、特 に棉作がタイ、南ベ トナム、中国との関連で18世 紀以前の ビュー史 も含

めた ビルマ史において重要な位置を占めたことを検討することは意味のあることである(伊 東

利勝)。

・ス リランカ

潅概農業が過剰開発を結果する。ス リランカの ドライゾーン潅概の衰退がそ うである し、今

日のデカン高原で も同 じ傾向が見 られる(中 村尚司)。

ス リランカの乾燥地が周辺的な地域と して転落 した後、近代に入 り過去のシ ンハ ラ文明の再

興とい うイメージで作 り上げられてきた潅概による開発過程に注 目している。(足 立明)

村落データベースの地図化

地域像を理解するためには、典型的な対象地 に対する詳細な調査 も必要であるとともに、典

型的な対象地の相対的な位置を描き出す、より広範な地域の調査 も重要である。従来、 この後

者の広範な調査については、調査技術の問題か ら十分には取 り組 まれて こなか った。

永田が現在取 り組んでいる、タイ国東北部を対象に したNETVIS(NortheastThailandVil-

1ageInformationSystem)は 、タイ国政府が隔年で行 っている村落 レベルの総合的社会経済調

査である村落基礎 データ調査の結果を、GIS(GeographicInformationSystem)の 手法を用い

て視覚化す るものである。タイ国における経済発展が目覚 しくなった1980年 代後半からのデー

タを表現す ることができ、一例 として経済発展の浸透度につ いての地域 内差異を読み取ること

ができる。NETVISの 出力データ集を来年度早 々にも成果報告書シ リーズ として準備する予定で

ある。
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5.今 後の課題

研究会は次項で述べるワークシ ョップへの参加の他、各メ ンバ ーの成果をまとめるための研

究発表を行 ってい く。

ワークショップへの参加

日本学術振興会の京都大学一タマサー ト大学間の拠点大学事業は1996年 度よりプロジェク ト

方式に転換 し、 ドライゾーンがそのテーマに取 り上げられることになっている。この事業によ

り2回 のワークショップが開かれ、池本班からも積極的に協力 していきたい。第一回のワーク

ショップは1996年6月3-4日 に京都で開かれ、これは10月14-16日 に予定 されているワー クシ

ョップのプ レワークシ ョップと位置付けられ るものである。
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